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ふ　れ　あ　い第５０号 ( 2 )
　

暦
の
上
で
は
も
っ
と
も
暑
い
時
期
の

大
暑
の
候
と
な
り
ま
し
た
が
、
会
員
の

皆
様
に
は
そ
の
後
、
お
変
わ
り
な
く
お

過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

さ
て
、
皆
様
の
努
力
に
よ
り
沈
静
化

に
向
か
い
つ
つ
あ
る
と
思
わ
れ
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
、
こ
こ
に

き
て
第
2
波
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
動
き

が
見
ら
れ
、
さ
ら
に
は
、
茨
城
県
に
お

い
て
も
新
た
な
感
染
者
が
出
た
と
の
報

道
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
、
気
を

緩
め
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ

よ
う
に
「
う
が
い
・
手
洗
い
」
を
行
い
、

不
要
不
急
の
外
出
を
控
え
る
な
ど
、
三

密
を
避
け
る
行
動
に
よ
り
、
感
染
予
防

を
心
掛
け
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

し
か
し
、
慣
れ
な
い
「
新
し
い
生
活

様
式
」
を
意
識
し
な
が
ら
も
経
済
活
動

を
活
発
化
さ
せ
る
こ
と
も
大
事
な
こ
と

で
す
。
当
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
、
以

前
の
よ
う
に
活
発
な
活
動
を
行
う
た
め

に
、
感
染
の
予
防
に
注
意
を
払
い
つ
つ
、

セ
ン
タ
ー
へ
寄
せ
ら
れ
る
要
望
に
即
応

で
き
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
と
運
営
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す
の
で
、

皆
様
の
更
な
る
お
力
添
え
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

　
令
和
2
年
度
定
時
総
会
が
6
月
20
日
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
鉾
田
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
い
、三
密
（
密

集
・
密
接
・
密
閉
）
を
避
け
、
会
員
の
皆
様
の
安
全
を
確
保
す
る
と

い
う
観
点
か
ら
、
開
催
規
模
・
総
会
出
席
者
数
を
大
き
く
減
ら
し
多

く
の
議
決
権
の
代
理
行
使
（
委
任
状
）
を
取
得
し
て
の
総
会
開
催
の

た
め
、
皆
様
に
は
多
く
の
委
任
状
の
ご
提
出
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
議
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
議
長
に
選
出
さ
れ
た
岸
田
理
事
長
の
ス

ム
ー
ズ
な
議
事
進
行
に
よ
り
、
報
告
3
件
、
決
議
事
項
2
件
す
べ
て

承
認
と
な
り
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
新
し
く
選
任
さ
れ
た
岩
間
理
事
の
紹
介
、
臨
時
理
事
会
終

了
後
は
、
選
任
結
果
の
報
告
を
も
っ
て
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
二
年
度
定
時
総
会
開
催

理
事
長
あ
い
さ
つ

公
益
社
団
法
人

茨
城
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

理
事
長
　

岸
田
一
夫



ふ　れ　あ　い( 3 ) 第５０号

◎
技
術
者
養
成
研
修
会
（
鉾
田
市
Ｓ
Ｃ
単
独
事
業
）

　
・
刈
払
講
習
会

　
　
9
月
10
日
（
木
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
1
日
間

　
　
予
備
日　
9
月
11
日
（
金
）

　
・
グ
リ
ー
ン
管
理
講
習
会

　
　
9
月
16
日
（
水
）～ 

17
日
（
木
）・
・
・
・
2
日
間

　
　
予
備
日　
9
月
18
日
（
金
）

　
・
室
内
装
飾
講
習
会

　
　
10
月
9
日
（
金
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
1
日
間

◎
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
　

9
月
24
日
（
木
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
1
日
間

◎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　
・
環
境
美
化
（
新
鉾
田
駅
周
辺
等
）

　
　
7
月
9
日
（
木
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
中
止

　
　
11
月
12
日
（
木
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
８
時

　
　
予
備
日　
11
月
13
日
（
金
）

　
・
門
松
（
鉾
田
市
役
所
外
５
か
所
）

　
　
設
置
12
月
10
日
（
木
）～ 

11
日
（
金
）　
・
・
９
時

　
　
撤
去
1
月
8
日
（
金
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
９
時

　
・
普
及
啓
発　
う
ま
か
っ
ぺ
フ
ェ
ス
タ
等

◎
交
通
安
全
な
が
い
き
教
室

　
　
2
月
6
日
（
土
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
半
日
間

令
和
二
年
度
事
業
実
施
計
画

令和元年度決算の概要と事項別割合

科 　 目 予 算 額 決 算 額
受 託 事 業 収 益 100,000,000 90,010,997 
施 設 の 管 理 業
務 事 業 収 益 3,360,000 3,430,496 

労 働 者 派 遣 事
業 等 受 託 収 益 4,500,000 4,684,597 

受 取 会 費 812,000 606,000 
受 取 補 助 金 等 21,056,000 21,056,000 
特定資産運用益 4,000 897,194 
雑 収 益 6,000 268 
経 常 収 益 計 129,738,000 120,685,552 
経 常 外 収 益 計 0 0 

収　入 （単位：円）
科 　 目 予 算 額 決 算 額

事 業 費 124,322,211 112,167,063 
管 理 費 7,144,789 6,951,205 
経 常 費 用 等 131,467,000 119,118,268 

当期経常増減額 △ 1,729,000 1,567,284 

経 常 外 費 用 計 0 0 
当 期 経 常
外 増 減 額 0 0 

一 般 正 味 財
産 期 首 残 高 1,670,475 1,670,475 

一 般 正 味 財
産 期 末 残 高 △ 58,525 3,237,759 

支　出 （単位：円）

経常費用計
119,118,268円

管理費
5.8％

事業費
94.2％

経常収益計
120,685,552円

その他の収入
1.2％

受託事業収益等
81.3％

受取補助金等
17.4％



ふ　れ　あ　い第５０号 ( 4 )

＊＊＊ ＊＊＊新  会  員  紹  介
令和 2 年 1 月～令和 2 年 6 月会員登録者

※ 1 月～ 3 月、6 月は登録者なし

（4 月）
会員番号 氏 名 地 区

1544 荻 原 敏 人 鉾　田

1545 荻 原 和 江 鉾　田

1546 郡 司 一 好 鉾　田

1547 佐藤 　 博 鉾　田

1548 大 森 　 茂 鉾　田

1549 方波見邦夫 鉾　田

1550 鈴木菊次郎 大　洋

1551 千 葉 俊 男 大　洋

1552 麻 生 次 男 鉾　田

1553 小篭美枝子 鉾　田

1554 田 山 文 雄 鉾　田

1555 谷田部之央 鉾　田

1556 山 本 敏 雄 大　洋

（5 月）
会員番号 氏 名 地 区

1562 遠 藤 　 衛 鉾　田

1563 重 藤 正 則 鉾　田

会員番号 氏 名 地 区

1557 岩 下 良 雄 大　洋

1558 酒 井 裕 郎 旭

1559 勢 子 知 文 旭

1560 藤 本 道 子 鉾田

1561 鬼 澤 幸 恵 鉾田

令
和
二
年
度
安
全
標
語

最
優
秀
賞

　

令
和
元
年
度
救
命
基
礎
講
習
会
が
２
月
８
日
ワ
ー

ク
プ
ラ
ザ
鉾
田
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
鉾
田
消
防
署
の
消
防
職
員
に
講
師
と
し
て
お
越
し
い

た
だ
き
、
日
常
生
活
の
注
意
点
に
関
す
る
講
義
と
心
肺

蘇
生
法
の
講
義
を
受
け
、
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

　
日
常
生
活
の
注
意
点
に
関
す
る
講
義
で
は
、
感
染
症

の
予
防
、
熱
中
症
の
予
防
と
発
症
時
の
対
応
、
低
体
温

症
者
の
処
置
、
蜂
に
刺
さ
れ
た
場
合
の
処
置
、
止
血
法

等
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
間
に
質
疑
の
時
間
も
あ
り

充
実
し
た
講
義
で
し
た
。

　
心
肺
蘇
生
法
の
講
義
で
は
、
初
期
対
応
、
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
の
要
領
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法
に
つ
い
て
指
導
を

受
け
つ
つ
実
習
し
ま
し
た
。

　
出
席
し
た
会
員
（
約
50
名
）
は
、
終
始
熱
心
な
表
情

で
講
習
会
が
開
催
さ
れ
た
一
時
間
半
を
過
ご
し
て
い
ま

し
た
。 救

命
講
習
に
参
加
し
て



ふ　れ　あ　い( 5 ) 第５０号
　

一
月
に
中
国
の
武
漢
で
発
生
し

世
界
中
に
蔓
延
し
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
。

　
二
月
に
は
春
節
を
迎
え
た
中
国
が

都
市
封
鎖
、
各
国
は
他
国
・
都
市
か

ら
の
渡
航
制
限
、
中
国
か
ら
の
入
国

を
禁
止
し
た
。

　

三
月
末
に
著
名
人
の
感
染
、
死

亡
が
報
じ
ら
れ
、
一
気
に
緊
迫
感

が
増
し
、
マ
ス
ク
や
消
毒
液
等
が

不
足
。
紙
製
品
や
保
存
食
も
一
時
的

に
品
薄
状
態
に
な
っ
た
。

　
四
月
初
旬
に
七
都
府
県
に
、
中
旬

に
は
全
国
に
拡
大
し
た
緊
急
事
態
宣

言
。
大
相
撲
、
プ
ロ
野
球
、
Ｊ
リ
ー

グ
も
開
催
を
中
止
・
延
期
し
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
一
年
延
期
と
な
っ

た
。
ま
さ
に
百
年
に
一
度
の
厄
災
で

あ
る
。

　

特
に
シ
ル
バ
ー
世
代
は
重
症
化

し
易
い
の
で
、
会
員
の
皆
様
に
は

呉
々
も
感
染
予
防
に
留
意
し
て
頂

き
た
い
。

百
年
に
一
度
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍

新  生活様式における就業のルール・マナー
～新型コロナウイルスと熱中症を予防して暑い時期を乗り切りましょう～

「新しい生活様式」

の熱中症予防行動

暑さを避けましょう
①エアコンを利用する等、部屋の温度を調整する
② 感染症予防のため、換気扇や開放窓によって換気を
確保しつつ、エアコンの温度設定をこまめに調整する
③暑い日や高温時間帯は無理をしない
④涼しい服装にする
⑤急に暑くなった日等は特に注意する

こまめに水分補給しましょう
①のどが渇く前に水分補給
②1日あたり1～2リットルを目安に
③大量に汗をかいた時は塩分も忘
れずに

暑さに備えた体作りをしましょう
①暑くなりはじめの時期から適度に運動を
②水分補給は忘れずに、無理のない範囲で
③「やや暑い環境」で「ややきつい」と
感じる強度で毎日30分程度の運動を

日頃から健康管理をしましょう
①日頃から検温、健康チェックを
②体調が悪いと感じたときは、無
理をせず自宅で静養する

適宜マスクをはずしましょう
①気温・湿度の高い中でのマスク着用は要注意
②屋外で人と十分な距離（2メートル以上）を
確保できる場合には、マスクをはずす
③マスクを着用している時は、負荷のかかる作
業や運動を避け、周囲の人との距離を十分にと
った上で、適宜マスクをはずして休憩をとる

2m

就業に

「新しい生活様式」

を取り入れよう
これまで通りお仕事をする際は、
お客様にごあいさつをしましょう

お客様とお話する時は
距離をとりましょう

「鉾田市シルバー人材センター会員の○○です。よろしくお願いします。」
「本日の作業は終了しました。失礼致します。」

就業前

就業後

就業を開始する時はマ
スクを着用しましょう

2m

2m

就業前は検温と手洗い
をしましょう
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令
和
２
年
上
半
期
は
、
西
日
本
、
北
陸
方
面
の
豪
雨
・
水
害
と
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
自
粛
の
日
々
。
幸
い
に
も
鉾
田
市
は
感
染
者
＂０
＂

の
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
予
断
を
許
さ
ぬ
状
況
に
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
会

員
並
び
ご
家
族
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ

ま
す
。
親
睦
会
の
行
事
は
自
粛
要
請
、
規
制
の
為
、
何
事
も
催
行
で
き
ず
、
規

制
解
除
を
待
っ
て
い
ま
す
。
幸
い
に
も
ほ
っ
と
パ
ー
ク
鉾
田
が
営
業
を
再
開
し
、

毎
月
恒
例
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
集
い
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

【
毎
月
恒
例
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
】

毎
月
第
一
日
曜
日　

Ａ
Ｍ
10
時
～

親
睦
と
健
康
の
為
（
各
自
、
実
費
負
担
）

親
睦
会
未
入
会
の
方
も
、是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

■
開
催
日

９
月
６
日
（
日
曜
日
）

９
月
13
日（
日
曜
日
）《
秋
季
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
》

各
種
問
い
合
わ
せ
：
鉾
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
事
務
局
へ

親
睦
会
会
長　
川　
上　
　
　
功

●
●
● 

親
睦
会
通
信 

●
●
●

親
睦
会
か
ら
会
員
の
皆
様
へ

部 

会 

だ 

よ 

り

◦
事
業
部
会

◦
安
全
衛
生
委
員
会

◦
広
報
部
会

　

会
員
の
皆
様
、
日
々
ご
苦
労
様
で

す
。
令
和
２
年
度
の
事
業
実
施
を
計

画
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
は

春
先
か
ら
恐
ろ
し
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
全
国
で
流
行
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
皆
様
と
お
顔
を
あ
わ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
、
こ
の
後
も
、
様
々
な
活
動
等

の
計
画
が
あ
り
ま
す
の
で
、
元
気
な

お
顔
で
お
会
い
で
き
る
の
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

安
全
衛
生
委
員
会
で
は
、
毎
月
、

就
業
現
場
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

　

刈
払
い
、
植
木
の
剪
定
作
業
な
ど
、

就
業
時
の
服
装
や
履
物
、
又
、
保
護

具
の
着
用
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
避

け
る
マ
ス
ク
の
使
用
な
ど
、
安
全
に

就
業
し
て
い
る
か
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
健
康
管
理
に
気
を
付

け
て
、
事
故
の
無
い
よ
う
業
務
に
励

ん
で
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
、
ご
苦
労
様
で
ご
ざ

い
ま
す
。
広
報
部
会
は
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
Ｐ
Ｒ
や
事
業
の
拡

大
、
会
員
の
加
入
な
ど
を
図
っ
て
い

ま
す
。令
和
２
年
会
報
誌（
ふ
れ
あ
い
）

50
号
の
発
刊
に
、
皆
様
の
ご
投
稿
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し

な
い
よ
う
、
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

親睦会への
ご入会は

随時受付中！
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４
月
１
日
よ
り
、
当
セ
ン
タ
ー
の

事
務
局
長
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
楠

政
直
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

さ
て
、
超
高
齢
化
社
会
が
進
み
、

労
働
人
口
が
減
少
す
る
中
で
も
、
会

員
の
豊
富
な
経
験
と
知
識
を
活
か
し

て
生
き
生
き
と
働
き
、
地
域
社
会
に

貢
献
す
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て

い
ま
す
。
高
齢
に
な
っ
て
も
、
地
域

に
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
が
ど
ん
な
に

意
義
深
い
か
を
強
く
感
じ
て
い
る
次

第
で
す
。

　

私
事
、
ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ

と
も
多
く
皆
様
方
に
は
、
ご
不
便
を

か
け
る
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
て
、

新
し
い
職
務
に
精
励
い
た
し
た
い
と

存
じ
ま
す
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ
ご
指

導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
度
、
３
月
い
っ
ぱ
い
で
鉾
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
退
職

い
た
し
ま
し
た
。
長
年
に
わ
た
り
公
私
と
も
に
格
別
の
ご
指
導
ご
厚
情
を

賜
り
、
誠
に
あ
り
が
た
く
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。　
　
山
﨑
紗
恵
子

　　
こ
の
度
、
私
事
に
よ
り
５
月
を
も
っ
て
退
職
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
大
過
な
く
職
責
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
は
皆
様
方
の
ご
指
導

の
賜
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
田
尻
　
妙
子

１
、
剪
定
・
農
作
業
・
草
刈
作
業
・
清
掃
・
家
事
援
助
な
ど
、
現
在
会
員

が
不
足
し
て
い
ま
す
。
就
業
を
希
望
す
る
方
が
い
ま
し
た
ら
、
事
務
局
ま

で
ご
連
絡
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

２
、
未
就
業
会
員
の
皆
様
も
、
積
極
的
に
事
務
局
へ
の
電
話
連
絡
、
も
し

く
は
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
ま
せ
！
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

３
、
女
性
会
員
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
趣
味
仲
間
、
お
友

達
、
ご
親
戚
な
ど
、
仲
間
作
り
、
生
き
が
い
作
り
に
ご
興
味
が
あ
る
方
に
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

『
会
員
に
よ
る
一
人
一
仕
事
開
拓
運
動
』

『
会
員
に
よ
る
一
人
一
会
員
入
会
運
動
』

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　４月１日付けで職員とな
りました城田美紀子です。
趣 味 は 家 庭 菜 園 で、 特 技
は歴 25 年のサーフィンで
す。これまでは、ウェブ広
告の販売・ウェブ媒体の運
営、農業関係各所への取材・
記事作成、イベント企画等
を行ってきました。

　まずは、前任者の業務を覚え、そのほかにも新
しいことにどんどん挑戦していきたいと思ってい
ますので、どうぞよろしくお願いいたします。

　４月１日より勤務すること
になりました 山口一穂です。
安塚在住でほっとパーク鉾田
や鹿島灘海浜公園に勤めてお
りました。見覚えがあるとい
う方もいらっしゃるかと思い
ます。
　未経験の業務も問題意識を
持って真剣に取り組みたいと

思っています。 一日でも早く仕事を覚え、貢献
できるよう頑張ります。どうかご指導のほどよろ
しくお願い申し上げます。 

事
務
局
長
あ
い
さ
つ

退
職
の
ご
あ
い
さ
つ

事
務
局
か
ら
の
お
願
い

職  員  紹  介

楠　政直

城田美紀子山口　一穂
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● 事務局からのお知らせ ●
令和2年2月から令和2年10月までの事業

シルバー人材センター事業運営状況

報 告

編 

集 

後 

記

　
今
回
の
『
ふ
れ
あ
い
』
は
第
50
号
発
刊
に
な
り
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
の
影
響
に
よ
り
、
イ
ベ
ン
ト
等
が
余
儀
な
く
中
止
に
な
り
、

皆
様
か
ら
い
た
だ
く
投
稿
が
少
な
く
残
念
な
思
い
で
す
。

　
次
回
は
、
一
日
も
早
い
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
収
束
を
願
い
、
内
容
の
充

実
し
た
『
ふ
れ
あ
い
』
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
積
極

的
な
投
稿
に
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
に
向
け
た
取
組
と
、

暑
さ
厳
し
い
季
節
、
お
体
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
広
報
部
会
一
同

●会員登録状況
男性　208 名　　女性　72 名　　計 280 名

《 請  負 》
●就業人員
男 77名 女 42名 計119 名

●就業率
男37％ 女58.3％ 計42.5％

※一部派遣と重複しています

●公共・民間別事業実績
公共……………7,737,855 円
民間………… 13,812,009 円
●受注件数……………515 件
●受注金額…21,549,864 円

（6月30日現在）

《 派  遣 》
●就業人員
男 60 名　女 16 名　計 76 名

●就業率
男28.8％ 女22.2％ 計25.5％

※一部請負と重複しています

●公共・民間別事業実績
公共…………6,619,141 円
民間…………3,163,979 円
●受注件数……………34 件
●受注金額…9,783,120 円

月 日 事　業　名
2 月 3 日 第 4 回事業部会

8 日 救命講習
12 日 第 11 回安全衛生委員会
18 日 入会説明会

3 月 中止 11 日 第 12 回安全衛生委員会
16 日 入会説明会
12 日 剪定班・地域班長会議
25 日 第 4 回理事会

4 月 7 日 入会説明会
中止 8 日 第 1 回安全衛生委員会

5 月 12 日 入会説明会
13 日 シルバー人材センター決算監査

中止 15 日 第 2 回安全衛生委員会
22 日 第 1 回理事会

6 月 1 日 第 1 回事業部会
9 日 入会説明会

10 日 第 3 回安全衛生委員会
20 日 定時総会

7 月 3 日 第 4 回安全衛生委員会
7 日 入会説明会

予 定
月 日 事　業　名
8 月 3 日 第２回事業部会

4 日 入会説明会
5 日 第５回安全衛生委員会

9 月 8 日 入会説明会
9 日 第６回安全衛生委員会

10 日 刈払講習会
16 日～17 日 グリーン管理講習会

24 日 パソコン教室
10 月 6 日 入会説明会

7 日 第７回安全衛生委員会
9 日 室内装飾

月 日 事　業　名
7 月 中止 9 日 ボランティア活動

10 日 第 1 回広報部会
15 日 第 2 回理事会
21 日 第 2 回広報部会


